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１．「経営戦略」策定の趣旨 

 妹背牛町は、地域住民の命と生活を繋ぐライフラインである水道事業を長期的視点で俯瞰

し、その将来像および整備目標を描くための第一歩として、平成２７年度に「簡易水道施設

アセットマネジメント」を策定している。 

 妹背牛町簡易水道事業「経営戦略」は、妹背牛町が将来に渡って簡易水道事業の管理・運

営を継続し、町民に「安全・安心・安定」を持続的に供給し続けるための「経営の基本戦略」

を策定するものである。 

 妹背牛町簡易水道事業の現況認識と将来の事業環境を予測・把握し、支出と収入が均衡す

る「投資・財政計画」と経営健全化への取組方針を明確にすることを目的としている。 

 

２．妹背牛町簡易水道事業の概要 

（1）妹背牛町の位置 

 妹背牛町は、北海道の中央西部、空知総合振興局管内の北東部に位置している。東は深川

市、南は石狩川を境に滝川市、西は雨竜川を境に雨竜町、北竜町と接し、北は秩父別町の２

市３町と隣接している。 

 妹背牛町の総面積は、48.55ｋｍ2 と道内では３番目に狭小な面積となっている。地勢は、

平坦で概ね肥沃な沖積土壌となっており、農耕適地となっているため総面積の 70％以上が農

用地となっている。妹背牛町の基幹産業は農業であり、北海道でも有数の穀倉地帯として知

られているところである。 

（2）北空知広域水道企業団の現況 

 妹背牛町は、昭和５６年に隣接する１市３町で構成されていた北空知広域水道企業団に加

盟しており、それら構成自治体を含む位置関係は図 1-1 のとおりである。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     図１‐１ 妹背牛町の位置と北空知広域水道企業団構成自治体
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 当企業団では、水源である沼田ダムが完成した平成４（1992）年から本格供給を開始して

おり、平成 10（1998）年に構成団体水量配分見直しのための協定を締結している。北空知

広域水道企業団の概要および各構成団体への送水実績は表１‐１、図１‐２に示すとおりと

なっている。 

 

表 1-1 北空知広域水道企業団の概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 過去 10 年間の 1 日平均送水量の推移 

(北空知広域水道企業団ホームページより作成) 
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（3）妹背牛町簡易水道施設の概要 

 妹背牛町簡易水道事業は、北空知広域水道企業団より用水供給を受けており、その概要と

主要施設は表１‐２、図１‐３のとおりである。 

 

表 1-2 妹背牛町簡易水道事業の概要 

 
（統計資料「北海道の水道」より作成） 

 

 

図 1-3 妹背牛町水道施設の主要施設 
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妹背牛町簡易水道事業経営戦略 

           

団  体  名： 妹 背 牛 町   

事  業  名： 妹背牛町簡易水道事業  

策  定  日： 平成 29 年 2 月   

計 画 期 間： 平成 29 年度～平成 43 年度  

１．事業概要 

（１）事業の現況 

① 給水 

供用開始年月日 昭和 60 年 4 月 1 日 計画給水人口 4,500 人 

法適（全部・財務）

・非適の区分 
法非適用 

現在給水人口 3,161 人 

有収水量密度 0.047 千 ／ha 

② 施設 

水源 □表流水、□ダム、□伏流水、□地下水、 受水、□その他 

施設名 浄水場設置数 なし 管路延長 120 千㎞ 

 配水池設置数  1   

施設能力 2,184  /日 施設利用率 30.59％ 

③ 料金 

料金体系の 

概要・考え方 

   

  

区  分
基本水料金（１か月につき） 超過料金 

（1  につき）  基本水量 基本料金 

  家事用 10   ２，８９４円 ２８９円 

  業務用 15   ５，２８１円 ３５６円 

  団体用 15   ８，９３１円 ３５６円 

  臨時用 10   ９，１４７円 ９２６円 

  会館用 3   １，１３４円 ２８９円 
   

料金改定年月日 
（消費税のみの改定は含まない） 

１８年 ７月 １日 

④ 組織 

 

 平成２８年度現在、簡易水道事業については本町建設課の所掌となっています。建

設課上下水道グループとしては、建設課長、主幹等を含む 4 名体制で簡易水道事業の

他に農業集落排水事業、個別排水処理事業および特定地域生活排水処理事業について

兼務しながら業務に従事しています。職員給与の予算措置としては、簡易水道事業特

別会計でそのうち１名分を計上している状況です。 
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（２）これまでの主な経営健全化の取組 

妹背牛町がこれまで取り組んできた経営健全化対策を整理すると、以下のとおりで

あります。 

①施設統合 

  ・広域化 

 

 妹背牛町は、開拓当初より農業を中心に隣接する雨竜川や地下

水による水利用により発展してきました。生活用水は、井戸水利

用が中心でした。 

 昭和 53（1978）年北空知広域水道企業団が深川市・沼田町・秩

父別町・北竜町の１市３町によって設立されました。その後、昭

和 56（1981）年に妹背牛町が加わり１市４町によって運営されて

おり、昭和 59（1984）年より暫定給水が始まり今日に至っており

ます。 

 

②使用料金改定 

 

 本町の簡易水道事業創設からこれまでの料金改定の経緯は次の

とおりです。 

  昭和 60 年４月 2,800 円/10   

  平成 元年４月 2,800 円/10   消費税 3％ 外税転嫁 

  平成 3 年４月 2,400 円/10   高料金制度 内税転嫁 

  平成 9 年４月 2,330 円/10   消費税 5％

  平成 13 年 7 月 2,440 円/10   外税転嫁 

  平成 16 年４月 2,562 円/10   
 

外税転嫁 

総額表示 

  平成 18 年 7 月 2,814 円/10   
 

外税転嫁 

総額表示 

  平成 26 年４月 2,894 円/10   消費税 8％
外税転嫁 

総額表示 

  

③組織編制およ
び人員削減 

 
本町簡易水道事業および農業集落排水事業等は、当初、水道課

の所掌となっており、職員７名および臨時職員１名の計８名体制
で対応していました。その後、平成１２年度に水道課と建設課を
統合し、建設課上下水道グループに編制されました。以降、年々
人員削減を実施し、現在は建設課長、主幹等を含む兼務職員４名
体制となっています。 

 

④民間活用 

 

 本町簡易水道施設の維持管理および検針業務については既に民

間委託しており、漏水調査業務等については現在直営で実施して

おります。更なる民間活用は今後の検討課題となっています。 

 

⑤資産活用 

 

 本町簡易水道事業は、当初より広域水道企業団に加盟しており、

水道に関わる余分な土地・施設は所有していません。また、平坦

な地形であることからエネルギー利用についても検討していませ

ん。 
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（３）経営比較分析表を活用した現状分析 

 

 平成２６年度決算の本町簡易水道事業における「経営比較分析表」は、別紙のとお

りとなっています。 

 これによると、経営の健全性を表す指標である①収益的収支比率は 92.56％であり、

類似団体（Ｄ3）平均値の全国平均値 75.87％より高いという結果となっています。ま

た、④企業債残高対給水収益比率は 165.98％であり、類似団体（Ｄ3）の全国平均値

1,125.69％よりも低いという結果となっている。更に、料金回収率等他の指標につい

ても高い水準で推移していることから、本町の簡易水道事業は健全性を保っていると

判断されます。 

また、施設の老朽化・更新については、電気・計装設備は平成 12～14 年に更新済

みであり、現在２度目の更新を実施しているところです。管路施設については更新時

期に至っていないことから現在、管路更新率は 0％となっています。 

 

－6－
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２．将来の事業環境 

（１）給水人口の予測 

  

 給水人口の予測は、過去の実績および妹背牛町人口ビジョンによる行政人口予測値

を基に給水区域内人口を算出し、普及率を乗じて求めています。 

 妹背牛町における行政人口、給水人口の予測結果は下図に示す通りであり、人口の

減少は将来も続くもの見込まれます。 

 
妹背牛町の行政人口、給水人口予測 

         

 

（２）水需要の予測 

  

水需要の予測は、家事用一人１日当たりの使用水量の見込みを給水人口に乗じて算

出し、家事用外は傾向分析により求め、有収水量から計画有効率、計画負荷率を設定

し１日平均給水量、計画１日最大給水量を求めています。水需要量は、給水人口の減

少と同様に漸減していくものと見込まれます。 

 
妹背牛町の水需要予測 
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（３）料金収入の見通し 

 

 本町の料金体系は従量制となっており、（2）水需要の予測で見られるように、人口

減少に伴う給水人口の減少と水需要構造の変化により料金収入は漸減していくものと

見込まれます。 

従って、料金収入増加のため平成 38 年および平成 43 年に 10％の料金改定を見込ん

でいます。料金収入確保のためには、①積極的な定住促進による人口減少の歯止めと

②料金改定・値上げが必要であり、町民・議会の理解と協力が不可欠であります。 

 
妹背牛町における料金収入の見通し 

          

 

（４）施設の見通し 

  

 本町の簡易水道事業は、昭和５６年に北空知広域水道企業団に加わり昭和 59 年より

給水を開始、今日に至っています。従って、本町は浄水施設を有せず、主要施設は配

水池以降の管路施設と電気・計装設備のみであります。 

 昭和５７年から６２年の６か年で集中的整備を行って以来、電気・計装設備は平成

１２～１４年に更新済みであり、現在２度目の更新中であります。 

 今後は大部分の管路施設の更新時期を迎えるが、近年は事業実施しておらず、今後

１０年程度は計画的更新を実施する状況にありません。 

 
妹背牛町における施設更新の見通し 
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（５）組織の見通し 

 

本町建設課において、建設課長、主幹等を含む 4 名体制で簡易水道事業の他に農業

集落排水事業、個別排水処理事業および特定地域生活排水処理事業について兼務しな

がら業務に従事しています。職員給与の予算措置としては簡易水道事業特別会計で技

師 1 名分を計上しています。 

 平成 29 年度より業務が集中する集落排水事業対応のため技師 1 名採用予定ではあ

るが、これまでと同様に集落排水事業等との兼務体制に変わりありません。従って、

今後の簡易水道事業等を含む建設課上下水道グループの組織体制としても兼務によ

る 5 名体制、1 名分を簡易水道事業特別会計に計上するものと予想されます。 

          

 

３．経営の基本方針 

  

水道施設は、地域の生活と経済・産業を下支えする唯一無二のライフラインであり

ます。 

 本町の人口減少に伴い、給水人口および水需要量の減少が予想されています。しか

しながら、地域を下支えし、安全で安定した水道水を供給し続けるため、北空知広域

水道企業団との連携のもと、身の丈に合った料金水準と計画的な維持管理・運営を目

指し、経営改善を継続していくことを基本方針とします。 

  

 

 

 

  

妹 背 牛 町

「生活」 「産業・経済」

水道の理想像

・「清浄」

・「豊富」

・「低廉」
妹背牛簡易水道事業の目標

１.「安全」：町民に信頼される水の供給

２.「持続」：町民とともにあり続ける水道

３.「強靭」：災害にも強い水道
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４．投資・財政計画（収支計画） 

（１）投資・財政計画（収支計画）：別紙の通り 

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明 

①収支計画のうちの投資についての説明 

 

 本町は、次のような手順で更新投資計画を策定しました。 

①現有施設のうち、配水池以降の電気・計装設備については設定更新基準を 20 年と

して計画的に更新します。 

②施設の大部分を占める管路の内、φ100ｍｍ以上の給水本管は設定更新基準を 60 年

として計画的に更新します。 

③更に、φ75ｍｍ以下の配水支管については、人口減少社会に対応し、地域の投資効

果（将来人口／配水支管延長ｋｍ）を３段階に分けて評価して優先地区より適宜更新

することとします。 

 また、本町は創設当初より北空知広域水道企業団に加わっており、更なる広域化等

については未検討であります。また、今後の水需要量の減少を見極め本格的な更新開

始前に給水本管のダウンサイジングを実施し、更新投資額を再度削減する予定です。

 

②収支計画のうちの財源についての説明 

目  標 

 

 今後、更新開始までは水需要量の減少に伴う料金収入の減少、起債

の元利償還金の減少に伴う一般会計からの繰入金も減少が予想されて

います。しかしながら、更新投資開始に当たっては、料金改定などに

より収支均衡を図り、経営健全化を目指します。 

 

 

管路施設の更新開始時に料金改定を実施し、値上げ幅は当初 10％を見込みその 5 年

後に再度値上げが必要と考えています。更に、更新投資開始後は、適宜、企業債、国

庫補助金、繰入金を見込んでいます。 

 
家事用給水料金(円/20  )と資金残高の見通し 
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平成43年度10％UP

6,998円/20 

料金改正しない場合の

資金残高累計

将来資金不足に陥る。

平成38年度10％UP
6,362円/20 

現行5,784円/20 

料金改正した場合の資金残高累計

将来資金不足にならない。
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③収支計画のうちの財源についての説明 

 

 本町簡易水道事業の創設経緯、地形的条件により、これ以上の施設・設備の合理化

は困難であります。 

また、水道施設維持管理・検針・水質検査業務等を既に民間委託しており、業務執

行についても他事業との兼任体制としており人員削減も困難です。職員給与について

も１名分計上しているのみです。 

更に、本町の事業規模と受水団体であることにより、包括的民間委託、指定管理者

制度の導入等の経費削減の取組については困難と考えています。 

 

 

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

①投資についての検討状況等 

民間の資金・ノウハウ等の活用 

（PFI・DBO の導入等） 

  

本町水道事業の規模が小さいため、現時点での導入は未

検討です。 

 

施設・設備の廃止・統合 

（ダウンサイジング） 

  
本町の水道事業は創設当初より北空知広域水道企業団に

加わり用水供給を受けており、本町内の施設の統合予定は

ありません。 

 ただし、今後、管路施設の更新投資前には配水本管のダ

ウンサイジングを検討する予定です。 

 

施設・設備の合理化 

（スペックダウン） 

 
本町の水道事業は創設当初より北空知広域水道企業団に

加わり用水供給を受けており、今後の施設の合理化予定は

ありません。 

 

施設・設備の長寿命化等の 

投資の平準化 

 

 平成２７年度アセットマネジメント業務において更新投

資の平準化について検討しました。今回の「経営戦略」策

定にあたって再度、更新時期と優先順位の設定等の見直し

を実施したところです。 

 

広  域  化 

  

本町の水道事業は創設当初より北空知広域水道企業団に

加わり用水供給を受けており、他の広域水道企業団との統

合もしくは末端給水への移行については構成市町村とは未

協議です。 

  

そ の 他 の 取 組 
  

公営企業会計の移行については未協議です。 
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②財源についての検討状況等 

料     金 

  
 当面施設の更新予定はないため料金体系等の見直しは不要。 
ただし、更新開始前には水需要量の見直しを踏まえ、料金体系等
の見直しを実施する予定であります。 
 

国 庫 補 助 金 

  
 水道施設整備費に係る厚生労働省の国庫補助金を活用する予定
であります。 
 

企  業  債 
 
 簡易水道事業債、過疎対策事業債を活用する予定であります。
 

繰  入  金 

 
 簡易水道事業に係る一般会計繰出基準と地方交付税措置を活
用する予定であります。 
 

資産の有効活用等による 
資産増加の取組 

  
 本町簡易水道事業における遊休資産はなく、本町の事業規模お
よび平坦な地形から小水力発電等についても未検討。 
 

そ の 他 の 取 組 

  
 更新投資開始に当たっては、国庫補助事業の活用や有利な起債
借入等財源確保について検討する予定であります。 
 

 
③財源以外の経費についての検討状況等 

委  託  料 

 
簡易水道施設維持管理や検針業務等については、既に民間委託

しており、当面更なる民間委託の予定はありません。 
 

修  繕  費 

  
配水池等の電気・計装設備については平成１２～１４年に更新

済みであり、今後の劣化状況を見極めながら本町の設定更新基準
年内に更新予定としている。管路施設についてはまだ老朽化が進
行しておらず、これまで８カ所で修繕を実施しているがその内５
カ所が給水本管、３カ所が配水支管となっています。従って、給
水本管を優先的に更新し、配水支管は、当面、必要に応じて修繕
することで対応する予定であります。 

 

動  力  費 

 
本町は北空知広域水道企業団から用水供給を受けており、動力

費に関わる施設を有していません。 
 

職 員 給 与 費 
  
 本町の給与制度によります。 
 

そ の 他 の 取 組 

 
本町簡易水道事業については、本町ＨＰや広報誌により財政・

経営状況を公表し、広く町民との相互理解に努めています。 
 

 

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

 
経営戦略の事後検証、 

 更新等に関する事項 
   

  
今回、本町の更新投資開始が遅くなることから「経営戦略」計

画期間を１５年間としました。今後は人口減少や水需要の推移を
見極めながら、５年毎に見直しを行う予定です。更新開始後は事
後検証を行い、計画期間を１０年間に変更した上でＰＤＣＡサイ
クルにより事業の見直し・改善を継続します。 
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